
 

 

 

 

はじめに 
地震被害は,全国各地で多発しており,尊い人命や財

産が失われています。今回の平成 28年熊本地震でも,

熊本県直下を震源とする最大震度 7の地震が観測され,

尊い人命が失われました。また,構造物等にも甚大な被

害が生じました。そこで今月号は,「地震被害と対策に

ついて」と題して,５月号の紹介をしたいと思います。 

地震被害と影響 
地震災害はきわめて複 

合的です。強震動による 

建物の,特に住家の損壊 

が中心的な 1次被害であ 

り，この大きさが人的被 

害，火災，各種の社会経 

済的な影響などの規模を 

ほぼ決めるという関係に 

あります。マグニチュー 

ド(M)は地震の強さを表す 

代表値で，陸域の地震についてみると住家損壊数と M

とは高い相関を示します。（図.1） 

キラーパルス（やや短周期地震動） 

 

 

 

 

 

建物の被害はこれまで「震度」の大き 

さによって比例して増えるものと思われ 

てきましたが,それ以外にも建物の被害 

原因が解明されてきています。木造家屋 

など建物を押し倒す力を持つ周期 1～2秒 

の「キラーパルス」と呼ばれる周期の比 

較的長い揺れ（図.2）が発生すると木造 

家屋の持つ周期に同調してしまい,全壊 

家屋が増え,そして死者数が増大するといわれています。 

地震危険性評価 
地域防災の基礎は， 

その地域・地区でど 

の災害がどの程度危 

険かという災害危険 

性評価です。地震に 

ついては，同じ震源 

域で繰り返し起こっ 

ている海溝型地震や 

主要活断層を対象に 

して，今後 30年以 

内に大地震の発生す 

る確率の評価，およ 

びその場合の地震動 

の予測が行われてい 

ます。（図.3） 

耐震性強化 
建築物・構造物とく 

に住家を強震動に耐え 

るようにすることが地 

震防災対策の中心とな 

ります。簡単にできる 

耐震診断方法の概略を 

示します。（表.1） 

診断項目には，A地盤 

・基礎，B建物の形，C 

壁の配置，D筋交い，E 

壁の割合、F老朽度が 

あります。総合評点(a× 

b×c×d×e×f）が 1.0未満であると，危険と判定されます。 

壁の割合（壁の総延長を建坪で割った値）が 0.5以下で

あると，他の項目が正常あるいは良好であっても，「倒壊の

危険あり」と判定されます。 

現在の建築物耐震基準は，1980年の建築基準法改正により

設計震度を原則として 0.2G，すなわち自重の 20％の水平力

に耐えられるように設計し，また，自重の 100％までの力に

対しては，変形はしても大破壊には至らないようにする（人

への危害力は抑える），という 2段階基準に定められていま

す。この基準に従っていない建築基準法制定（1950年）以前

の弱い木造家屋が多数残存していて倒壊し，多くの死者をも

たらす原因になりました。 

木造住宅の耐震性を高める方法 

木造住 

宅の耐震 

性を高め 

る方法は， 

①硬い地 

盤を選ん 

で鉄筋コ 

ンクリー 

ト基礎に 

土台を緊 

結する， 

②屋根を 

軽く壁を多くする，③木材の腐食・蟻害を防ぎその接合部

を金物で補強する，④床を剛強にして建物を一体化する，な

どです。（図.4）特に，耐震性のある壁をできるかぎり多く，

かつそれをバランスよく配置することが重要です。耐震性の

壁とは，筋かいを入れたり，構造用合板を張付けたりした壁

です。壁が多く使われていても，道路に面した 1面の全体を

開口させるなど，その配置が偏っているとねじれ振動がおき

て破壊されます。なお、一般住宅向けには，揺れを吸収する

簡易な制震の装置や材料が開発されています。 

おわりに 
地震災害は，一度発生すると多くの人命や財産が失われま

す。今回紹介しました地震対策と合わせて，地域自主防災体

制の強化等，地震災害に対するハード・ソフト対策について

一層の推進を図ることが緊急な課題であると思います。 図.3 地震動予測地図【参考文献：防災科学技術研究所】 
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図.1 マグニチュードと住家損壊数との関係 
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表.1 木造家屋の簡易耐震診断 
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図.4 木造建物の耐震補強【参考文献：防災科学技術研究所】 
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図.2 1995年兵庫県南部地震における波形（震度７，木造建物全壊率 59%） 
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「マグニチュード」は、地震そのものの大きさ（規模）を表すもの 
さしです。一方「震度」は、ある大きさの地震が起きた時のわた
したちが生活している場所での揺れの強さのことを表します。 
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